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学校名 開進第二中学校        学級の名称：難聴学級        

 校長  平野
ひ ら の

 茂
しげる

      副校長  武居
た け い

 裕之
ひろゆき

   所在地  練馬２－２７－２８ 

  

 

１． 学級数・在籍生徒数（令和８年４月現在） 
学級数 生徒数 1年 2年 3年 計 

１ 

男 １ ３ １ ５ 

女 ５ ２ ４ １１ 

計 ６ ５ ５ １６ 

 

２．教育目標 
 

聴覚障害により学習や生活への適応に不安を抱える生徒に対し、障害認識を促すとともに保有聴力を活

用しながらコミュニケーション能力の伸長を図ることにより、生徒が意欲的・主体的に取り組み、その能

力や適性が十分発揮できるよう指導・支援する。  

 

３．指導の重点（基本方針） 

①個の能力やニーズに応じた指導 

②通級生徒同士の交流・活動の場となる環境作り 

③在籍学級や保護者との連携による協力体制の確立 

④他の難聴学級や専門家等との連携による指導法の工夫・改善 

 

４．週時間割（例） 

  月 火 水 木 金 時間帯 

 打ち合わせ 打ち合わせ 打ち合わせ 打ち合わせ 打ち合わせ  

1 教室会議 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 8:50～ 9:40 

2 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 9:50～10:40 

３ 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 10:50～11:40 

4 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 11:50～12:40 

給食・昼休       12:40～13:25 

5 自立活動 （研究会） 教室会議 自立活動 自立活動 13:30～14:20 

6 自立活動 （研究会） 

自立活動 

グループ・個別 

自立活動 教室会議 14:30～15:20 

 自立活動 （自立活動） 自立活動 自立活動 

15:45～16:45  自立活動 

個別 

（自立活動） 

（個別） 

自立活動 

グループ・個別 

自立活動 

個別 

       

 

５．主な年間行事 

・新入生歓迎会（４月） ・難聴学級見学会（７月） ・講演会（８月） 

・難聴学級小中交流会（10月） ・卒業を祝う会（3月） 

 

６．電 話 

   職員室（３９９３）１３４８   学校ＦＡＸ（５９８４）２７３０  事務室  （３９９３）１３４９ 

   学 級（３９９３）１３５０   学級ＦＡＸ（３９９３）１３５０     
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きこえにくさのある中学生が、学校生活や教科学習に自信をもって取り組めるよう

に支援する学級です。 

  通級の方法  校内通級と校外通級があります 

校内通級☞開進第二中学校に在籍して、校内にある難聴学級に通う方法。 

校外通級☞開進第二中学校以外の中学校に在籍して、難聴学級に通う方法。 

（保護者の付き添いは要りません） 

  学習の内容  個別やグループの形態で自立活動の学習をします 

自立活動☛言語にかかわる学習を中心に、生徒の実態に応じて言語力・理解力の

伸長や語彙の拡充を目指して行う活動です。 

        ☛生徒が意欲的に学校生活を過ごし、将来自信をもって自立できること

を目指して行う活動です。 

☆情報保障  校内通級生は主に社会科の授業で、モバイル型遠隔情報保障を行います。 

式典等では、現地入力情報保障によるスクリーン字幕投影を行います。 

☆障害理解  校内で聴覚障害理解の授業を行っています。必要に応じて校外でも出前授業

を行います。 

 

 
●主なグループ活動● 

新入生歓迎会、難聴学級見学会、講演会、

進路学習、小中交流会、きこえの学習、 

入試体験報告会、卒業を祝う会 など 

         

●最近の進路先● 

都立高校、私立高校、都立ろう学校 
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学校名  開進第三中学校     学級の名称：弱視学級 

  

校長   堀
ほり

 健一
けんいち

        副校長  志村
し む ら

 修
おさむ

      所在地  桜台３－２８－１ 

  

 

１． 学級数・在籍生徒数（令和８年４月現在） 

学級数 生徒数 １年 ２年 ３年 計 

1 

男 1 １ ０ ２ 

女 １ ０ ０ １ 

計 ２ １ ０ ３ 

 

２．教育目標 

・自分のことを知ろう 

・自分に合った方法を探そう 

・将来を意識して、主体的に考え、行動しよう 

 

３．指導の重点（基本方針） 

・生徒一人一人に合わせた指導と支援 

・通級生同士の交流や活動 

・保護者や在籍学級、在籍学校との連携 

・他の弱視学級や専門家等との連携 

 

４．週時間割 

・個 別 指 導 ：生徒の実態に応じて、週１～２回（約２～5時間） 

・グループ指導：月に1回、水曜日午後 

 

５．主な年間行事 

① 三者面談 

② 弱視学級保護者会  

③ 小中合同学習会 

④ 弱視学級説明会（小学生対象） 

 

６．電 話 

職員室 （３９９３）４２６５  事務室（３９９３）４２６７  ＦＡＸ （５９８４）３０３６ 
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 他にも、拡大教科書、遮光眼鏡、スポーツゴーグル、白杖 など、様々な物を活用しています。 

 

《こんなことでお困りではありませんか》 

● 極端に目を近づけて本やテレビを見る。 

● 画数の多い漢字や、細かい目盛り、地図などを見るのが大変疲れる。 

● 本を読むとき、行をとばしたり、読み間違えたりする。 

● 階段や暗い所（雨の日、夜など）でつまずきやすい。 

● ボール運動で、ボールがどこから飛んでくるかわからない。 

 

見やすくする工夫や、よく見る練習をすることで、 

生活や学習の様子がずいぶん変わってきます。 
 

弱視学級では、 

将来の自立に向けて必要な力 
を身に付けるサポートをします。 

 
最寄駅 地下鉄有楽町線 氷川台駅  徒歩  ５分 

西武有楽町線  新桜台駅  徒歩 １０分 

西武池袋線    桜台駅   徒歩 １５分 

氷川台駅 

新桜台駅 

 

桜
台
駅 

ｉＰａｄ 
ＰＤＦ版拡大図書の利用、

補助具の代替もできます。 
近用レンズ 
近くを見ます。 

単眼鏡 
遠くを見るレンズで黒板

を見て書き写します。 
傾斜机・書見台 
いい姿勢で読み書きが

できます。 

 

拡大読書器 
本などの文字をＴＶ画面に

拡大して映し出す機器です。 


